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盛岡と秋田、
� ２つの拠点でつくる相続の受け皿

国税庁が昨年12月に発表した
2024年分の「相続税の申告事績」
によると、課税割合が10.4％となり、
初めて１割を超えた。相続税の課税
対象者は全国的に年々増えている一
方、地域によっては相続に対応する
会計事務所の数が十分とはいえない
のが実情だろう。そうぞく税理士法
人代表税理士の浜田勇毅氏（写真左）
と鷹島悟氏（写真右）は、東北地方
２拠点でそうしたニーズに応えよう
と相続税専門の事務所運営に取り組
んでいる。オオタキカクの太田亮児
氏が聞き手となり、その取り組みを
レポートする。

東北の相続を支えたい
太田：２人が独立し、そうぞく税理
士法人を設立するまでの経緯を教え
てください。
浜田：前職の大手税理士法人で相続
案件を中心に経験し、20年に独立
しました。前職では多くのことを学
ばせていただき、働く環境にも恵ま
れていました。その一方で、東北に
は相続に関する相談を一貫して支援
する事務所がまだ少ないと感じ、自
分なりのかたちで地域の相続を支え
たいと考えました。
鷹島：前職では、主に法人税務を担
当していました。浜田が秋田市での
展開を考えていた時期と、私が働き
方を見直していた時期が重なり、22
年に合流しました。相続専門となる
ことには不安もありましたが、改め
て学びながら案件を重ねてきました。

化がありましたか。
浜田：税務上の判断や実務上の悩み
を鷹島と共有できるようになりまし
た。失敗も含めた経験を、事務所全
体の知識として蓄積できます。また、
相続手続きや遺言書作成など、ス
タッフの得意分野を生かせることも
大きなメリットです。
鷹島：最初から役割を決めていたわ
けではありません。浜田はひととの
関係づくりや情報発信が得意で、私
は税務判断や内部の整理に意識が向
きます。性格や得意分野の違いが、
良い補完関係につながっていると感
じています。
太田：盛岡市と秋田市、それぞれの
地域での手応えはいかがですか。
浜田：盛岡市では、相続で困ったと
きの相談先として、少しずつ認知し
てもらえるようになりました。電話
だけで解決する相談もありますが、
それも地域の相談窓口として大切な
役割です。
鷹島：秋田市でも、まず話を聞いて
みようとご連絡をいただくことがあ
ります。複雑な事情を含む案件も、
ほかの専門家の先生方と連携して対
応しています。

事務所データ
■法人沿革
2020年　�浜田氏が盛岡市で「はまだ税

理士事務所」を開業
2022年　�鷹島氏が合流し、そうぞく税

理士法人を設立
■法人の特徴
盛岡事務所と秋田事務所の２拠点で、
相続税申告を中心に、資料収集や遺産
分割、他士業との連携まで幅広く対応
する。代表者それぞれの得意分野を生
かした運営を行い、一般の相談者に加
え、相続税務で判断に迷う司法書士、
行政書士、弁護士、税理士からの相談
にも応じている。
■得意分野
税理士と行政書士の資格を生かし、相
続税申告だけでなく、相続手続きや遺
言書作成、遺産分割に関する相談まで
幅広く対応する。
■所属税理士会
東北税理士会

パーソナルデータ
■略歴
【浜田勇毅】1989年秋田市生まれ。2019
年に税理士登録、20年に行政書士登録。
同年、相続税専門の「はまだ税理士事
務所」を開業。22年には「そうぞく税
理士法人」の代表に就任。相続税申告
から相続手続きまで幅広く対応してい
る。
【鷹島悟】1987年秋田県由利本荘市生
まれ。2019年に税理士登録。22年に「そ
うぞく税理士法人」代表に就任した。
「親しみやすさ」を大切にしながら、
相続に関する相談に対応している。

法人所在地
■そうぞく税理士法人
（盛岡事務所）
〒020-0836　岩手県盛岡市津志田西
2-10-6 ベルウッドD-2号
TEL・FAX：019-613-3841

（秋田事務所）
〒010-0964　秋田県秋田市八橋鯲沼
町1-21　ソシアルコート八橋103
TEL・FAX：018-807-2540

【聞き手：太田亮児】税理士・会計事務所の営業支援コンサルタント。営業の仕組
みづくりやホームページ制作を通じて全国120超の事務所をサポート。『税理士・
会計事務所の儲かるしかけ』（同文館出版刊）など著書多数。

地域のニーズと
得意分野が重なる
太田：開業当初から相続に特化した
理由について詳しく聞かせてくださ
い。
浜田：盛岡市に限らず東北全体を見
ても、相続税申告だけでなく、資料
収集や遺産分割、他士業との連携ま
で支援する事務所はまだ多くないと
感じていました。私自身も法人税務
や所得税務より、土地評価や遺産分
割の相談など、相続分野の方が力を
生かしやすいと考えています。地域
のニーズと自分の得意分野が重なっ
ていたことが理由ですね。
鷹島：私がこれまで経験してきたの
は法人税務が中心だったため、不安
がありました。ただ、浜田の働き方
や事務所の考え方に魅力を感じ、一
緒に挑戦してみようと思いました。

相続SOSセンター
立ち上げを構想
太田：今後は、相続SOSセンターの
立ち上げも構想されていますね。
浜田：一般の顧客に加え、司法書士、
行政書士、弁護士、税理士の先生方
が、相続税務で判断に迷ったり、対
応に困ったりしたときに、まず相談
できる受け皿になりたいと考えてい
ます。期限が迫った案件や、遺産分
割がまとまっていない案件にも、で
きる限り柔軟に対応していきたいで
すね。
鷹島：専門家同士が連携し、それぞ
れの強みを生かすことで、最終的に
お客様の安心につながる仕組みにし
ていきたいと考えています。

太田の結び
太田：２人の話を伺い、何より印象
に残ったのは、そのバランスの良さ
です。互いの性格や得意分野をよく
理解し、自然に補い合う姿は、今の
時代に合った新しい事務所のかたち
だと感じました。

案件を重ねるなかで、顧
客から直接感謝される機
会も多く、相続業務なら
ではのやりがいを感じて
います。

異なる得意分野
良い補完関係
太田：税理士法人となっ
たことで、どのような変


